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教 科 指 導

国 語
小 学 校

国 語
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・児童生徒が言葉の意味や働き、使い方等に着目して課題を見いだし、学校図書館やＩＣＴ等を
目的に応じて主体的に活用しながら、粘り強く課題解決に取り組むことができる学習過程を構
想する。

・児童生徒が考えを伝え合う中で、根拠にした叙述とその解釈を見直し、思いや考えを深められ
るような発問や働き掛けをする。

・児童生徒が、言葉について学んだことの意義や価値を実感し、身に付けた言語能力を自覚する
とともに、自らの学習の進め方を調整できる自己評価や相互評価の場面を設定する。

１ 国語の学習に主体的に取り組み、社会生

活における人との関わりの中で生きて働く

言語能力を育成する指導

・小学校及び各学年での言語体験や既習事
項を踏まえ、指導事項に基づいた単元の
目標を具体化した指導計画の作成と改善

・資質・能力の育成に向けた効果的な学習
過程の構想及び実践と、単元の評価規準
に照らした適切な評価の実施

・言葉による見方・考え方を働かせる言語
活動の充実と言語環境の整備

２ 互いの立場や考えを尊重し、豊かな言葉

で生き生きと伝え合う力を育成する指導

伝え合う目的や視点等を明らかにして、・
生徒が自ら学習の進め方を調整しながら、
立場や考えの違いを認め、個々の考えを
広げ深める学習活動の工夫

・伝え合っている状況を的確に見取り、指
導のねらいの達成につなげる支援や学習
形態等の工夫

３ 読書活動の充実を図るとともに、目的や

意図に応じて的確に情報を読み取り、考え

を広げたり、深めたりすることにつなげる

指導

・図書館の利活用を図るとともに、読書を
通して人生を豊かにしようとする態度を
養い、読書の意義や効用の理解につなげ
る の工夫指導

目的に応じて学校図書館やＩＣＴ・生徒が
等を活用し、多様な情報と既習の知識や
経験を結び付けるなどして、考えを広げ
たり深めたりするための指導の工夫

１ 国語の学習が好きになり、日常生活にお

ける人との関わりの中で生きて働く言語能

力を育成する指導

・各学年での言語体験や既習事項を踏まえ、
指導事項に基づいた単元の目標を具体化
した指導計画の作成と改善

・資質・能力の育成に向けた効果的な学習
過程の構想及び実践と、単元の評価規準
に照らした適切な評価の実施

・言葉による見方・考え方を働かせる言語
活動の充実と言語環境の整備

２ 相手や目的、意図に応じて、適切な言葉

で生き生きと伝え合う力を育成する指導

伝え合う目的や視点等を明らかにして、・
児童が自ら学習の進め方を調整しながら、
個々の考えの形成を目指す学習活動の工
夫

・伝え合っている状況を的確に見取り、指
導のねらいの達成につなげる支援や学習
形態等の工夫

３ 読書活動の充実を図るとともに、必要な

知識や情報を収集し、考えを広げることに

つなげる指導

・読書の意義や楽しさが実感できる図書館
の利活用を含めた、日常生活における活
発な読書活動の奨励

目的に応じて学校図書館やＩＣＴ・児童が
等を活用し、多様な情報を得るなどして、
考えを広げるための指導の工夫

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

国 語
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・小学校、中学校、高等学校の目標及び内容の系統性を踏まえた指導計画の作成
・古典の楽しみ方、古典への親しみ方を学ぶ「伝統的な言語文化」に関する学習指導の充実
・資質・能力の系統性を踏まえた当該学年の指導事項の確かな理解と、学びの連続性を考慮した学
習指導の充実

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・読書や「伝統的な言語文化」に関して専門性を有する地域人材や、地域の伝統文化等に関する素
材を活用した授業、研修会等の実施

１ 国語の学習に主体的に取り組み、他者と

の関わりの中で社会人として必要とされる

言語能力を育成する指導

・小学校・中学校の指導を踏まえ、各科目
の目標及び指導事項に基づいた単元の目
標と評価規準を明確にした指導計画の作
成と改善

・資質・能力の育成に向けた効果的な学習
過程の構想及び実践と、生徒自らが課題
を設定し解決、探究する能力を高めてい
く指導の充実

・言葉による見方・考え方を働かせる言語
活動の充実と言語環境の整備

２ 社会生活の充実に向け、思考力や判断力

を伸ばし、伝え合う力を高める指導

・言語感覚を磨き、物事を深く豊かに感じ
取る力を育むとともに、生徒が主体的に
課題を発見し、解決していくための思考
力や判断力を伸ばす指導の充実
互いの立場や考えを尊重しながら、目的・
や場に応じて効果的に伝え合う力を高め
る指導を体系的に行う工夫

３ 読書活動の充実を図り、図書や資料等で

得た情報を活用する力を育む指導

・図書館の利活用を図るとともに、読書を
通して人生を豊かにしようとする態度を
養い、読書の意義や効用の理解を深める
指導の工夫

・生徒が目的に応じて学校図書館やＩＣＴ
等を活用し、必要な情報と関連付けるな
どして、考えを広げたり深めたりすると
ともに、表現力を高めるための指導の工
夫

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎課題意識や見通しをもって主体的に言語
活動に取り組み、言語に対する関心や認
識を深め、国語を尊重しようとしている。

◎日常生活・社会生活に必要な言語能力の
基礎を身に付け、読み取ったことや考え
たことを目的や条件に応じて適切に表現
している。

◎互いの立場や考えを尊重しながら、言葉
を通して思いや考えを適切に表現して、
伝え合っている。

◎日常的に読書に親しむとともに、目的や
意図に応じて、図書や資料、新聞、イン
ターネット等から必要な情報を選択し、
活用している。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

社 会
小 学 校

社 会
中 学 校

１ 多角的な思考や理解を図り、公正に判断

する力を養う指導

・児童や学校、地域の実態を踏まえ、生活
科等との関連や中学校への接続・発展を
意識した指導計画の作成と改善

・単元など内容や時間のまとまりを見通し
た指導計画に基づく適切な評価の実施と、
評価を踏まえた学習や指導の改善

・位置や空間的な広がり、時期や時間の経
過、事象や人々の相互関係等に着目して、
社会的事象について考えたり、社会への
関わり方を選択・判断したりする活動の
充実

・事実を基に多角的に考えたことや選択・
判断したことを、論理的に説明したり、
立場や根拠を明確にして議論したりする
などの言語活動の充実

２ 具体的、基礎的資料等に基づき、地域の

人々と触れ合いながら、協働的に学ぶ学習

活動の展開

・興味・関心を高め、児童の疑問を引き出
す導入資料の工夫と、学習のねらいなど
を踏まえた学習問題の設定

・具体的な体験を伴う学習やそれに基づく
表現活動、問題解決的な学習等の一層の
充実

・事実に基づいて追究できる教材の工夫と、
地域の人々や他の児童などと積極的に関
わり、よりよい社会を考え主体的に問題
解決しようとする学習活動の充実

・学習対象とする社会の広がりに応じた学
習の仕方を、系統的、段階的に身に付け
させる指導の充実

１ 多面的・多角的な考察や深い理解を図り、

公正に判断する力を養う指導

・生徒や学校、地域の実態を踏まえ、小学
校及び各分野との有機的な関連や、高等
学校への接続・発展を意識した指導計画
の作成と改善

・単元など内容や時間のまとまりを見通し
た指導計画に基づく適切な評価の実施と、
評価を踏まえた学習や指導の改善

・分野の特質に応じた見方・考え方を働か
せ、社会的事象について考察したり、社
会に見られる課題の解決に向けて構想し
たりする活動の充実

・事実を基に多面的・多角的に考察、構想
したことを、論理的に説明したり、立場
や根拠を明確にして議論したりするなど
の言語活動の充実

２ 諸資料に基づき、地域社会と関わりなが

ら、協働的に学ぶ学習活動の展開

・興味・関心を高め、生徒の疑問を引き出
す導入資料の工夫と、学習のねらいなど
を踏まえた学習問題の設定

・作業的で具体的な体験を伴う学習やそれ
に基づく表現活動、適切な課題を設けて
行う学習等の一層の充実

・事実に基づいて追究できる教材の工夫と、
地域社会や他の生徒などと積極的に関わ
り、よりよい社会の実現を視野に主体的
に問題解決しようとする学習活動の充実

・分野の特質に応じた学び方を、意図的、
計画的に身に付けさせる指導の充実

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・社会的事象を自分との関わりの中で捉え学習を進めていく手立てを工夫するとともに、学習のまとま
り等に応じて適切な視点を基に振り返る場面を設定し、学習内容を客観的に捉えられるようにする。

・社会的な見方・考え方を働かせ、具体的な事実を結び付けて社会的事象の特色や意味を説明したり、
学習したことを基に社会との関わりについて考えたりする学習活動の充実を図る。

・情報を収集する、視点を基に考察する、自分の考えを表現するなどの場面において、ＩＣＴを活用す
るなどして、情報を効果的に調べまとめる技能の育成を図る。

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

地理歴史
高等学校

公 民
高等学校

１ 多面的・多角的な考察や深い理解を図り、課題

力を養う指導の解決に向けた

学校、地域の実態を踏まえ、中学校との・生徒や
接続・連携を意識した指導計画の作成と改善

・概念などを活用して考察する力、課題の解決に
向けて構想する力、効果的に説明したり、議論
したりする力を養う学習等の充実

・地理や歴史に関わる事象について、多面的・多
角的な考察や深い理解を図る指導と評価の工夫

２ 諸資料に基づき、地域社会と豊かに関わりなが

ら主体的に学ぶ学習活動の展開

主体的な学びを促し、主題や問いを設定して追・
究する学習の一層の充実

・追究、考察した過程や結果について、適切に表
現する能力と態度を培う学習活動の工夫

１ 多面的・多角的な考察や深い理解を図り、課題

力を養う指導の解決に向けた

学校、地域の実態を踏まえ、中学校との・生徒や
接続・連携を意識した指導計画の作成と改善

・事実を基に概念などを活用して考察する力、課
題の解決に向けて公正に判断する力、構想した
ことを議論する力等を養う学習等の充実

・現代の諸課題について、多面的・多角的な考察
や深い理解を図る指導と評価の工夫

２ 諸資料に基づき現代の諸課題を多様な観点から

捉え、主体的に学ぶ学習活動の展開

主体的な学びを促し、主題や問いを設定して追・
究する学習の一層の充実

・追究、考察した過程や結果について、適切に表
現する能力と態度を培う学習活動の工夫

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・興味・関心を高める地域素材や人材を活用した、作業的で具体的な体験を伴う学習活動の充実
・社会的事象を多面的・多角的に考察し、説明、論述、議論する言語活動の充実
・他校種の学習内容とのつながりなど、接続・発展を意識した指導計画の作成と実践

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・家庭や地域、企業との連携・協働による、主体的に社会の形成に参画する場の設定
・大学教員や専門的知識を有する地域人材、企業人等との連携・協働による授業づくり

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎社会的事象から学習問題を見いだし、生
活経験や既習内容、既得の技能等を活用
して予想や学習計画を考え、学習の見通
しをもつことができる。

◎事実を根拠にして、調べて分かったこと
や考えたことを表現したり、多様な考え
を分類したりすることができる。

◎必要な情報を収集・整理し、社会的事象
を比較・関連付け・総合して見たり考え
たりすることができる。

特色や事象間◎社会的事象の意味や意義、
について、多面的・多角的に考察の関連

し、構想（選択・判断）することができ
る。

◎学習したことを生かし、社会生活に見ら
れる課題を主体的に解決しようとするこ
とができる。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

算 数
小 学 校

数 学
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・児童生徒自らが、問題の解決に向けて見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振
り返り、よりよく解決したり、新たな問いを見いだしたりする活動の充実を図る。

・事象を数学的な表現を用いて説明し合うことを通して、新しい考えを理解するとともに、意味
の理解を深め、概念を形成するなど、学習内容を既習の知識と統合する学習場面を設定する。

・授業の中でＩＣＴを効果的に活用することで、数量や図形についての感覚を豊かにしたり、表
やグラフを用いて表現する力を高めたりする。

１ 主体的な問題解決を通して、数理的に考

察する力や問題解決の能力を伸ばす指導

・生徒の気付きや考えを生かす学習展開
・問題解決的な学習過程の重視
・数学的に表現する力を高める指導の工夫
・学び合いや学んだことの活用を重視した
発展的、創造的な学習展開の工夫

・学年間や校種間の内容の系統性を重視し
た指導の工夫

・問題解決能力を伸ばす課題学習の実践

２ ねらいの明確化、手立ての工夫による基

礎・基本の確実な定着を図る指導

・単元など内容や時間のまとまりを見通し
た指導と評価の計画に基づく、適切な評
価と評価を生かした指導の工夫と改善

・生徒自らが課題意識をもち、分かったこ
とやできたことを実感できる学習の充実

・実態把握に基づく個に応じた指導の充実

３ 数学的活動の充実を図り、数学のよさや

学ぶことの楽しさを実感する指導

・数学的な見方・考え方を働かせながら、
事象を数理的に捉え、数学の問題を見い
だし、問題を自立的、協働的に解決する
学習過程の充実

・生徒が数学的な見方・考え方を働かせる
ことのよさなど、数学のよさを実感でき
る学習の充実

・数学を生活や学習の様々な場面で活用し
ようとする態度を育む指導の工夫

１ 主体的な問題解決を通して、学習の仕方

を身に付け、考える力を育てる指導

・児童の気付きや考えを生かす学習展開
・問題解決的な学習過程の重視
・数学的に表現する力を育む指導の工夫
・学び合いや学んだことの活用を重視し、
学習を広げたり深めたりする展開の工夫

・学年間や校種間の内容の系統性を重視し
た指導の工夫

２ ねらいの明確化、手立ての工夫による基

礎・基本の確実な定着を図る指導

・単元など内容や時間のまとまりを見通し
た指導と評価の計画に基づく、適切な評
価と評価を生かした指導の工夫と改善

・児童自らが課題意識をもち、分かったこ
とやできたことを実感できる学習の充実

・実態把握に基づく個に応じた指導の充実
・意味の理解と概念の形成、数量や図形に
ついての豊かな感覚を大事にした学習の
充実

３ 数学的活動の充実を図り、数学のよさや

学ぶことの楽しさに気付く指導

・数学的な見方・考え方を働かせながら、
事象を数理的に捉え、数学の問題を見い
だし、問題を自立的、協働的に解決する
学習過程の充実

・児童が数学的な見方・考え方を働かせる
ことのよさなど、数学のよさに気付くこ
とができる学習の充実

・算数で学んだことを生活や学習の様々な
場面で活用しようとする態度を育む指導
の工夫

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

数 学
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・各校種で身に付けた学びのスタイルの効果的な活用
・児童生徒の実態に応じた学び直しの機会の意図的な設定や反復による指導の充実
・見通しを立てたり、振り返ったりする学習活動の重視
・学び合いを通して自分の考えの広がりや深まりを実感できる授業の工夫

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・専門的知識を有する大学教員や地域人材、企業人等を招いた授業の工夫

１ 主体的な問題解決を通して、数学的に考

察し表現する力や問題解決の能力を伸ばす

指導

・問題解決的な学習過程を重視し、生徒が
達成感や充実感をもてるような学習活動
の工夫

・得られた知識などを既習の知識などと合
わせ、批判的に検討することにより、体
系的に整理できるようにする指導の工夫

・数学への興味・関心を高め、論理的な思
考力、想像力、直観力等の創造性の基礎
を培うための学習展開

２ ねらいの明確化、手立ての工夫による基

礎・基本の確実な定着を図る指導

・単元など内容や時間のまとまりを見通し
た指導と評価の計画に基づく、適切な評
価と評価を生かした指導の工夫と改善

・生徒自らが学習の課題や到達目標を把握
し、それらを達成したことを実感できる
学習の充実

３ 数学的活動の充実を図り、数学のよさを

認識できる指導

・数学的な見方・考え方を働かせながら、
事象を数理的に捉え、数学の問題を見い
だし、問題を自立的、協働的に解決する
学習過程の充実

・生徒が数学的な見方・考え方を働かせ粘
り強く考え、数学のよさを認識し積極的
に数学を活用しようとする態度を育む指
導の工夫

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

数学的活動の楽しさや数学のよさを実感◎
し、基礎的・基本的な知識及び技能を確
実に身に付けている。

◎言葉や数、式、図、表、グラフなどの相
互の関連を理解し、それらを適切に用い
て問題を解決したり、互いに自分の考え
を表現し伝え合ったりすることができる。

◎事象を数理的・数学的に考察する過程で、
推測したり見いだしたりした数や図形の
性質などを的確に表したり、根拠を明ら
かにして筋道立てて説明したりして、合
理的、論理的に考えることができる。

算数・数学を学ぶことの意義や有用性を◎
実感し、学習し身に付けたものを日常生
活や他教科等の学習、より進んだ算数・
数学の学習へ活用しようとする。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

理 科
小 学 校

理 科
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・理科の見方・考え方を働かせながら、問題解決の過程及び探究の過程を通して学ぶことにより
理科で育成を目指す資質・能力を獲得できるようにする。

・学習評価については、児童生徒の学習改善や教師の指導改善につながるように、問題解決の過
程及び探究の過程における評価場面や評価方法を、意図的・計画的に設定する。

・ＩＣＴの活用に当たっては、観察、実験等における事実を写真や動画で確認したり、考えを可
視化して説明したりするなど、活用場面を適切に選択し、学習の質を高められるようにする。

１ 自然の事物・現象についての理解を深め、

科学的に探究するために必要な観察、実験

などに関する基本的な技能を身に付けるよ

うにする指導

・生徒が自らの力で、自然の事物・現象に
対する概念や知識を獲得し、理解を深め
て体系化していく学習活動の工夫

・探究の過程を通して、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する基
本的な技能を身に付ける学習活動の工夫

２ 見通しをもって観察、実験などを行い、

科学的に探究する力を養う指導

・自然の事物・現象から問題を見いだし、
予想や仮説を基に科学的に解決する方法
を立案する学習活動の工夫
観察、実験の結果を分析して解釈したり、・
科学的な根拠を基に議論して自分の考え
をより妥当なものにしたりするなどの学
習活動の工夫

・実験の方法や考察の妥当性を検討したり、
新たな問題を見いだしたりするなど、探
究の過程を振り返る学習活動の工夫

３ 自然の事物・現象に進んで関わり、科学

的に探究しようとする態度を養う指導

・地域の環境や学校の実態を生かし、生命
を尊重し、自然環境の保全に寄与する態
度を養う指導の工夫
自然体験の大切さや、日常生活や社会に・
おける科学の有用性を実感し、科学的に
探究しようとする態度を養う指導の工夫

・観察、実験などの体験的な学習活動の充
実と危険性の認識を踏まえた事故防止の
ための安全指導の徹底

１ 自然の事物・現象についての理解を図り、

問題を科学的に解決するために必要な観察、

実験などに関する基本的な技能を身に付け

るようにする指導

・問題解決の過程を通して、自然の事物・
現象についての児童のイメージや素朴な
概念などを、観察、実験などの結果から
科学的に捉え直す学習活動の充実

・器具や機器などを目的に応じて工夫して
扱い、観察、実験の過程や結果を適切に
記録する能力を育成する学習活動の充実

２ 見通しをもって観察、実験などを行い、

問題解決の力を養う指導

・自然の事物・現象から問題を見いだし、
予想や仮説を発想したり、解決の方法を
考えたりする学習活動の充実
観察、実験の結果を整理し、差異点や共・
通点を基に、性質を捉えたり、規則性を
見いだしたりするなどの学習活動の充実

・個人で考えたことを、意見交換したり、
根拠を基に議論したりして、自分の考え
をより妥当なものにする学習活動の充実

３ 自然を愛する心情や主体的に問題解決し

ようとする態度を養う指導

・地域の自然に親しむ活動や体験的な活動
を取り入れ、生命を尊重し、自然環境の
保全に寄与する態度を養う指導の工夫
自然の事物・現象に意欲的に関わり、学・
んだことを日常生活に当てはめてみよう
とする態度を養う指導の工夫

・観察、実験などの体験的な学習活動の充
実と事故防止のための安全指導の徹底

、
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

理 科
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項

・学習内容の系統性に基づいた学びを通して、理科の見方・考え方を自在に働かせることができる
ようにするための指導の展開

・観察、実験を中心とした理科の面白さの実感や有用性の認識につながるような問題解決の活動、
科学的に探究する活動の展開

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働

・博物館や水族館、プラネタリウム等の施設や設備、資料の積極的な活用による学習活動の充実
・大学や企業との連携による先端技術に触れる機会の設定など、探究活動や課題研究等の充実

１ 自然の事物・現象についての理解を深め、

科学的に探究するために必要な観察、実験

などに関する技能を身に付けるようにする

指導

・生徒が自らの力で、自然の事物・現象に
対する概念や原理・法則を獲得し、理解
を深めて体系化していく学習活動の工夫

・探究の過程を通して、科学的に探究する
ために必要な観察、実験などに関する技
能を身に付ける学習活動の工夫

２ 自ら課題を設定し、見通しをもって観察、

実験などを行い、科学的に探究する力を養

う指導

・自然の事物・現象から見いだした問題を
基に課題を設定し、仮説を立て、科学的
に探究するための検証計画を立案する学
習活動の充実

・観察や実験の結果を論理的に考察して表
現・伝達したり、探究の過程を適宜振り
返ったりする学習活動の工夫

・時代の進展に即応できるような柔軟な思
考力や、新しい進歩を生み出す創造的な
能力を育成する学習活動の工夫

３ 自然の事物・現象に主体的に関わり、科

学的に探究しようとする態度を養う指導

・自然体験や科学的な体験の充実及び日常
生活や地域と関連付けた指導の工夫
科学的な根拠に基づき持続可能な社会を・
つくるため、多面的に判断する態度を養
う指導の工夫

・薬品の適正な管理及び廃棄、器具や機器
などの整備点検及び安全指導の徹底

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎関心や意欲をもって自然の事物・現象に
関わり、見いだした問題を解決するため
に見通しをもって観察、実験などに取り
組むことができる。

観察、実験の結果について的確に分析し◎
て解釈するなど、科学的な根拠を明らか
にして論理的に思考する力を身に付けて
いる。

◎科学的に探究する過程において思考した
ことを、科学的な言葉や概念を使用して
説明する力を身に付けている。

◎郷土の自然環境に愛着をもち、その保全
に寄与する態度を身に付けている。

◎科学技術と日常生活や社会との関わりを
踏まえ、理科を学ぶことの意義や有用性
を実感している。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

生 活

１ 学びの基礎力を育成するための指導

幼児期における生活や遊びを通した総合

的な学びから、小学校教育の各教科等にお

ける自覚的な学びへ移行する期間を「接続

期」と捉え、円滑に移行できるよう生活科

を中心とした合科的・関連的な指導等の工

夫を行う。

子どもの発達と学びの連続性を確保する

ためには、「幼児期の終わりまでに育って
ほしい姿」を手掛かりに、幼児期から児童

期への発達の流れについて相互理解を深め、

指導の充実を図る。

２ 円滑な接続のための取組の推進

次の四つの視点を基に取組を進める。

１ 具体的な活動や体験を一層重視した、気

付きの質を高める指導

・身近な対象に繰り返し関わる活動や体験

を通して生まれた多様な気付きを、意味

付けたり価値付けたりする指導の工夫

・「見付ける」「比べる」「たとえる」

「試す」「見通す」「工夫する」などの

多様な学習活動の保障

・ストーリー性を重視して複数の単元を関

連付けるなど、２年間を見通した特色あ

る指導計画の改善（生活科を中核に据え

た教科等横断的な教育課程の編成）

２ 自然の不思議さや面白さを実感できる指

導

・諸感覚を使って繰り返し自然と触れ合っ

たり、思いや願いをもって関わったりし

て、身近な自然を観察する活動の設定

・自然の中で遊びに浸り、遊び自体の面白

さを実感できる場や機会の工夫
・見通しと事実が異なっていたときに生ま

れる疑問や、目に見えないものの働きが

見えてきたときに見付けたきまり、形や

色、光や音、自然現象そのものなど、自

然の不思議さを実感できる単元や学習環

境の工夫

３ 伝え合い交流する活動の充実

・関わることの楽しさが分かり、進んで交

流することができるようにするための指

導の工夫

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・身近な人々、社会及び自然を自分との関わりで捉え、よりよい生活に向けて思いや願いを実現
しようとする考え方を生かした学習活動の充実を図る。

・学習活動の成果や過程を表現し、振り返る活動の充実を図る。
・他者との協働や伝え合う活動、双方向性のある活動の充実を図る。
・低学年児童の発達の段階や特性及び生活科の特性に十分配慮し、「気付きを促す」「気付きの
質を高める」ための多様な学習活動の中で、計画的かつ効果的なＩＣＴの活用を図る。

第Ⅳ章 学校教育指導の重点

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

※学習指導要領解説生活編ｐ 、 を参照127 128

接続期の教育

幼児と児童の交流活動視点１

教職員の連携・研修視点２

カリキュラムの改善視点３

家庭や地域社会との連携視点４

思考力の
芽生え

健康な
心と体 自立心 協同性

道徳性・
規範意識
の芽生え

社会生活
との
関わり

自然との
関わり・
生命尊重

数量や図
形、標識
や文字な
どへの関
心・感覚

言葉に
よる

伝え合い

豊かな
感性と
表現
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

Ａ

・児童理解
の進展、
深化
・単元、授
業の構想

等

授業改善

Ｄ

多面的な

評価・児

童理解

Ｃ

指導と評価の一体化

地
域
や
児
童
の
実
態
、
児
童
の
思
い
や
願
い

学

習

活

動

Ｐ

単元の目標

及び評価規準

小単元の目標

及び評価規準

「具体的な児童の姿」の設定

児
童
の
成
長

４ 安全教育や生命に関する教育の充実

・自分の役割を考えた安全で適切な行動、
地域に関する学習活動の充実

・継続的な飼育、栽培を行うことによる生
命の尊さを実感できる指導の充実

５ 学習や生活への意欲を高める指導と評価

の充実

・児童を見取る基本姿勢としての「 四つ＊

の目」の重視
・評価規準を基に学習状況を確実に見取る
ための「具体的な児童の姿」の設定

・児童の思いや願いの実現に向けた主体的
な活動につなげる手立ての工夫

・活動や体験の過程、表現する姿を重視し
た見取りの工夫

・気付きに共感したり価値付けたりするな
どの支援の工夫

◇家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

地域の「人・もの・こと」に、直接繰り返し関わる体験的な活動の充実を図る。
・地域で生活したり働いたりしている人々との交流
・地域の季節や行事に関わる活動、地域の自然の観察
・公共物や公共施設の利用体験
・家庭生活について考える機会の設定 等

（子どもと双方向の関係を築き、共「 四つの目」：①温かい目＊

感的な児童理解に基づいて見取る姿勢）

（様々な立場からの評価資料を収集②広 い 目

して、多面的に見取る姿勢）

（子どもの学びを長期的な文脈の中③長 い 目

で見取る姿勢）

（学習指導要領の趣旨を踏まえ、評④基本の目

価規準に照らして見取る姿勢）

◎ふるさとを舞台に、自分のよさや可能性に気付く。
◎自らの気付きを振り返ったり、互いの気付きを交流したりして学び合う。
◎「見付ける」「比べる」「たとえる」などの多様な学習活動を行いながら、気付きを比較したり、分
類したり、関連付けたりするなどして分析的に考える。

◎「試す」「見通す」「工夫する」などの創造的に考える学習活動を行うことで、より質の高い気付き
を生み出す。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

３年生以降の学習への接続を見通した子どもの姿
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教 科 指 導

外国語活動、外国語（英語）
小 学 校

外国語（英語）
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・コミュニケーションを行う目的、必然性のある場面や状況等を明確にし、目的や場面、状況等
に応じて、他者を尊重しながら対話が図られるような言語活動を単元の中に設定する。

・ねらいに沿った題材を設定し、適切な言語活動を通して資質・能力の育成を図るとともに、学
習の見通しを立てたり振り返ったりすることで、主体的に言語活動に取り組めるようにする。

・事実や情報、自分の考えや気持ちなどを効果的に伝え合ったり、共有したりするために、児童
生徒が学習の場面や状況に応じて主体的にＩＣＴを活用できるように促す。

１ 言語活動を通して、コミュニケーション

を図る資質・能力を養う指導

・コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等に応じて言語材料を繰り返し活用
させ、習得できるようにする指導の工夫

・複数の領域を効果的に関連付けた統合的
な言語活動の充実

・小学校で育まれた資質・能力を踏まえ、
即興で自分の考えや気持ちなどを伝え合
う言語活動の工夫

・表現内容の適切さ、英語使用の正確さを
高めるためのフィードバックの工夫

・生徒の理解に応じた英語使用と、ＡＬＴ
等の人材やＩＣＴを効果的に活用した指
導の充実

２ 系統性や発展性をもたせた目標の設定と

指導計画の工夫改善

・ＣＡＮ－ＤＯ形式での学習到達目標リス
トの活用による授業のねらいの明確化、
学習の達成状況の把握及び指導の改善

・小学校における学習内容等を踏まえた年
間指導計画の作成及び小・中・高の接続
に配慮した指導の工夫

・言語活動と、指導及び評価との関連を意
識した単元計画の作成と活用

３ 資質・能力の育成につながる評価の充実

・適切な評価規準に基づくねらいの達成状
況の具体的な把握と評価の実施

・パフォーマンステスト等、指導改善や学
習改善につながる評価場面や方法の工夫

・学習の意義や価値を実感させ、今後の学
習への意欲を高めるような振り返りの工
夫

１ 言語活動を通して、コミュニケーション

を図る素地や基礎となる資質・能力を養う

指導

・コミュニケ－ションの楽しさや大切さを
体験させ、主体的にコミュニケーション
を図ろうとする態度を養う指導の工夫

・コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等を明確にし、自分の考えや気持ち
などを伝え合う言語活動の工夫

・英語の音声や表現に十分に慣れ親しませ、
言葉の面白さや豊かさ、多様なものの見
方や考え方に気付かせる指導の工夫

・高学年での、段階的な「読むこと」「書
くこと」に慣れ親しませる指導の工夫

・言語活動における、表現内容の適切さを
意識させるためのフィードバックの工夫

・ＡＬＴ等の人材やＩＣＴの効果的な活用
と、英語に触れる機会の拡充

２ 適切な目標の設定と指導計画の工夫改善

・児童の発達の段階や実態を踏まえた学年
ごとの目標の設定

・児童の興味・関心及び他教科等との関連
を図った学習内容や指導計画の工夫

・単元目標の達成に向けた適切な言語活動
の設定と、授業のねらいの明確化

３ 資質・能力の育成につながる評価の充実

・適切な評価規準に基づくねらいの達成状
況の具体的な把握と評価の実施

・児童のよさや進歩の状況を見取り、指導
改善や学習改善につなげるための多様な
評価の場面や方法の工夫

・学習の成果を実感させ、今後の学習への
意欲を高めるような振り返りの工夫

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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教 科 指 導

外国語（英語）
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項

・小学校外国語活動・外国語、中学校及び高等学校外国語の目標や内容の系統性を踏まえた指導計
画の作成と連携

・英語で自分の考えや気持ちなどを伝え合う言語活動の工夫
・ＡＬＴ等の人材を活用した効果的なティーム・ティーチングによる指導の充実

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・大学教員や留学生、外国語に堪能な地域人材等を活用した魅力ある授業の推進

１ 思考力・判断力・表現力等を高め、コミュ

ニケーション能力を育成する指導

・５領域の総合的な指導を通じた、コミュ
ニケーションを図る資質・能力の育成

・コミュニケーションを行う目的や場面、
状況等と言語活動を効果的に関連付けた
統合的な言語活動の工夫と充実

・論理の構成や展開、情報や考えなどを伝
える表現等の知識を効果的に活用させる
言語活動の充実

・ＡＬＴ等の人材やＩＣＴを効果的に活用
した指導の充実

２ ３年間を見通した目標の設定と指導計画

の工夫改善

・ＣＡＮ－ＤＯ形式での学習到達目標リス
トを活用した達成状況の把握と指導改善

・５領域のバランスに配慮し、身に付けさ
せたい資質・能力と評価時期を明確にし
た年間指導計画と単元計画の作成と活用

・授業のねらいを明確にし、言語活動を積
極的に取り入れた指導の計画策定と実践

３ 資質・能力の育成につながる評価の充実

・生徒の論理的思考力や英語運用能力を適
切に測る評価の実施

・計画的なパフォーマンステスト等の実施
による、多様な評価の工夫

・観点別の評価規準を明確にした、単元ご
との評価計画の作成と活用

・学習の意義を実感させ、今後の学習への
意欲を向上させる評価の工夫

・学級全体での意見共有の機会と言語・内
容両面へのフィードバックの充実

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎生涯にわたり学習する基盤が培われ、外
国語を用いて主体的にコミュニケーショ
ンを図ろうとし、情報や考えなどを理解
したり伝え合ったりすることができる力
が身に付いている。

◎場面や状況、背景、相手の表情などから
話し手や書き手の伝えたいことを的確に
把握し、自分が伝えたいことを適切に伝
えることができる。

◎理解できないことがあっても、確認した
り、繰り返したり、推測したりするなど
してコミュニケーションを継続しようと
する。また、自分の考えなどを言い直し
たり、強調したりするなどして、相手に
伝わるように表現しようとする。

◎言語の背景にある文化に対し理解を深め
るとともに、自国の言語や文化への理解
を深め、広い視野や国際感覚、国際協調
の精神を備えている。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

音 楽
小 学 校

音 楽
中 学 校

１ 音楽を愛好する心情と音楽に対する感性

を育む指導

・音楽のよさや面白さ、美しさに気付き、
興味・関心を膨らませるとともに、友達
と関わり合いながら、音楽を学ぶ喜びを
味わうことができるような指導の充実

・音楽的感受性を身に付けるとともに、音
や音楽のよさや美しさなどを感じ取るこ
とができるような指導の充実

・学習指導要領の目標や内容を踏まえ、全
ての児童が学習する内容を確実に身に付
けることができる指導計画の作成

２ 音楽活動の基礎的な能力を培う指導

・音楽を形づくっている要素を聴き取り、
それらの働きが生み出すよさや面白さ、
美しさを感じ取りながら、聴き取ったこ
とと感じ取ったこととの関わりについて
考えることができるような指導の充実

・表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力（共通事項）と各領域
や分野の事項との関連を図った題材構成

・音楽活動と言語活動を行き来しながら、
音楽表現を工夫したり、音楽を聴いて、
よさなどを考えたりする指導の充実

・評価の観点の趣旨等を踏まえた学習評価
の工夫と、評価に基づいた指導の改善

３ 音楽と豊かに関わるための指導

・生活や社会における音や音楽の働きにつ
いての意識を深めていくことができるよ
うな指導の充実

・我が国や諸外国の様々な音楽に出会い、
それらの音楽に親しむ態度を育てるため
の指導の充実

１ 音楽を愛好する心情を育むとともに、音

楽に対する感性を豊かにする指導

・音楽活動によって生まれる楽しさや喜び
を実感したり、曲想と音楽の構造との関
わりなどを理解したりすることができる
ような指導の充実

・音楽を形づくっている要素の知覚・感受
を基に、音や音楽のよさや美しさなどを
感じ取ることができるような指導の充実

・学習指導要領の目標や内容を踏まえ、全
ての生徒が学習する内容を確実に身に付
けることができる指導計画の作成

２ 音楽活動の基礎的な能力を伸ばす指導

・音楽を形づくっている要素や要素同士の
関連を知覚し、それらの働きが生み出す
特質や雰囲気を感受しながら、知覚した
ことと感受したこととの関わりについて
考えることができるような指導の充実

・表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力（共通事項）と各領域
や分野の事項との関連を図った題材構成

・音楽活動と言語活動を行き来しながら、
音楽表現を工夫したり、音楽を聴いて、
よさや価値等を考えたりする指導の充実

・評価の観点の趣旨等を踏まえた学習評価
の工夫と、評価に基づいた指導の改善

３ 音楽文化と豊かに関わるための指導

・生活や社会における音や音楽及び音楽文
化についての関心や理解を深めていくこ
とができるような指導の充実

・我が国の音楽に愛着をもつとともに、諸
外国の音楽文化を尊重する態度を育てる
ための指導の充実

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・表現及び鑑賞の学習において共通に必要となる資質・能力（共通事項）と各領域や分野の事項との関
連を図る。

・思いや意図をもって音楽表現を工夫する過程や、曲や演奏のよさなどを見いだし、言葉で表しながら
交流するなどして、音楽を味わって聴く過程を大切にした学習の充実を図る。

・聴覚だけでなく、視覚などの他の感覚を働かせて音楽を捉えながら、音楽表現を創意工夫したり、音
楽を聴き深めたりするために、ＩＣＴを効果的に活用する。
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教 科 指 導

芸術（音楽）
高等学校

１ 生涯にわたり音楽を愛好する心情を育む

とともに、音楽に対する感性を高める指導

・生涯にわたって音楽を生活や社会に生か
していこうとする気持ちや態度を育む指
導の充実

・生徒が主体的に音や音楽のよさや美しさ
などを感じ取るとともに、表現意図をもっ
て表現したり、自ら味わって鑑賞したり
する力を育成する指導の充実

・学習指導要領の目標や内容を踏まえ、全
ての生徒が学習する内容を確実に身に付
けることができる指導計画の作成

２ 創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばす指導

・音や音楽の知覚・感受を基に、思考・判
断し表現する過程を大切にした指導の充
実

・表現及び鑑賞の学習において共通に必要
となる資質・能力（共通事項）を要とし、
各領域や分野の関連を図った題材構成

・評価の観点の趣旨等を踏まえた学習評価
の工夫と、評価に基づいた指導の改善

３ 音楽文化と豊かに関わるための指導

・我が国及び諸外国の様々な音楽文化につ
いての理解を一層深め、尊重する態度を
育てる指導の充実

・幅広い音楽活動を通して、音楽の多様性
を理解し、音楽文化に親しむための指導
の工夫

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・音楽的な見方・考え方を働かせて、どのように表現するかについて思いや意図をもったり、音楽
のよさなどに対する考えをもったりする過程を大切にした指導の充実

・校種間の系統性を考慮した指導計画の作成及び指導の工夫

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・専門的知識や技能を有する大学教員及び地域人材等の活用
・地域との連携による実践的な社会参画をする場面の工夫

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎音楽と生活との関わりに関心をもって、

生涯にわたり音楽文化に親しもうとする。

◎音楽を形づくっている要素を聴き取り、

そのよさや美しさなどを感じ取りながら

聴き取ったことと感じ取ったこととの関

わりを支えとして、音楽表現を工夫した

り、音楽を味わって聴いたりしている。

音楽に関する用語や記号などを用いなが◎

ら、音楽について理由や根拠をもって自

分の考えを伝えている。

◎我が国や郷土の伝統音楽に対する理解を

基盤として、我が国の音楽文化に愛着を

もつとともに、我が国及び諸外国の音楽

文化を尊重する態度が身に付いている。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

図画工作
小 学 校

美 術
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・表現及び鑑賞に関する資質・能力を相互に関連させた学習の充実を図り、児童生徒が造形的な

視点を基に自身の学びや変容を自覚できる場面の設定を工夫する。

・ＩＣＴを活用する学習活動と、実物を見たり、実際のものに触れたりするなどして直感的に感
じ取る学習活動とを、題材のねらいに沿って吟味し、必要に応じて学習活動の中に設定する。

・評価場面を精選するとともに、多様な方法を用いて児童生徒の学習活動の過程を丁寧に捉え、

児童生徒の学習改善や教師の指導改善に生かす。

１ 造形的な視点について自分の感覚や行為

を通して理解し、創造的につくったり表し

たりする技能を育成する指導

・造形的な視点について、実感を伴いなが
ら理解を深められる学習活動の工夫

・手や体全体の感覚などを働かせ、材料や
用具の特徴を生かしながら表し方を工夫
し、創造的につくったり表したりするこ
とができる学習活動の充実と、その実現
のための学習環境づくり

２ 創造的に発想や構想をしたり、作品など

のよさや美しさを感じ取ったりする資質・

能力を育成する指導

・感性や想像力を働かせ、対象や事象を形
や色などの造形的な視点で捉え、自分の
イメージをもちながら意味や価値をつく
りだす学習の充実

・自ら材料や場所などに働き掛け発想して
いく「造形遊び」、主題や表したいこと
を基に発想や構想していく「絵や立体、
工作」における、それぞれの活動の特性
を生かした指導の工夫

・身の回りの作品や材料などから感じ取っ
たことを交流し合う鑑賞活動の工夫

３ つくりだす喜びを味わい、楽しく豊かな

生活を創造しようとする態度を養う指導

・幼児期における活動を踏まえた、６年間
を見通した指導計画の作成

・生活や社会の中の形や色などと豊かに関
わる題材の設定と内容の充実

・学習の成果である作品等について、児童
の楽しいアイデアや工夫などを鑑賞する
ことができる造形的な空間づくり

１ 対象や事象を捉える造形的な視点につい

て理解し、表現における創造的に表す技能

を育成する指導

・造形的な視点について、実感を伴いなが
ら理解を深められる学習活動の工夫

・表現の意図に応じて、材料や用具などを
生かした表現方法を創意工夫し、創造的
に表すことができる学習活動の充実と、
その実現のための学習環境づくり

２ 豊かに発想や構想を練ったり、美術や美

術文化のよさや美しさを感じ取ったりする

資質・能力を育成する指導

・感性や想像力を働かせ、対象や事象を造
形的な視点で捉え、自分としての意味や
価値をつくりだす学習の充実

・学習の中心となる考えを明確にするとと
もに、主題への意識を高めさせ、造形的
な視点を基に発想や構想、鑑賞に関する
資質・能力が相互に関連して働く学習過
程の重視

・自然や生活の中の造形、美術作品などか
ら感じ取り考えたことを交流し合う鑑賞
活動の工夫

３ 創造活動の喜びを味わい、心豊かな生活

を創造しようとする態度を養う指導

・小学校の学習を踏まえた、３年間を見通
した指導計画の作成

・生活や社会の中の美術や美術文化と豊か
に関わる題材の設定と内容の充実

・授業で作成した作品や鑑賞作品等につい
て、日常的に美術鑑賞に親しむことがで
きる美的な環境づくり
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教 科 指 導

芸術（美術、工芸）
高等学校

芸術（書道）
高等学校

１ 対象や事象を捉える造形的な視点につい

て理解を深め、表現における創造的に表す

技能を育成する指導

・実感を伴いながら理解を深め、生きて働
く知識を身に付ける学習活動の工夫

・意図に応じて表現方法を創意工夫し、創
造的に表すことができる学習活動の充実
と、その実現のための学習環境づくり

２ 創造的な表現を工夫したり、美術、工芸

のよさや美しさを深く味わったりする資質

能力を育成する指導

・感性や美意識、想像力が働く学習活動の
工夫

・主体的に生成した主題を基に、豊かに発
想し構想できる学習過程の重視

・美術や美術文化に対する見方や感じ方を
深めることができる鑑賞活動の工夫

３ 生涯にわたり美術、工芸を愛好する心情

を育むとともに、感性を高め、心豊かな生

活や社会を創造していく態度を養う指導

・中学校の学習を踏まえた指導計画の作成
・生活や社会と幅広く関わる題材の工夫

１ 書の幅広い活動を通して書の特質を理解

し、表現技能を身に付ける指導

・書の多様性を理解するとともに、書写能
力の向上を図る工夫

・書の伝統に基づき、効果的に表現するた
めの技能の向上

２ 創造的な表現を工夫したり、書のよさや

美しさを深く味わったりする資質・能力を

育成する指導

・意図に基づいて創造的に構想し、個性豊
かに表現する工夫

・作品や書の伝統と文化の意味や価値を考
え、書の美を捉える鑑賞活動の工夫

３ 生涯にわたり書を愛好する心情を育むと

ともに、感性を高め、書を通して心豊かな

生活や社会を創造していく態度を養う指導

・書の創造的な諸活動に主体的に取り組む
指導の工夫

・書の伝統や文化に親しみ、書を通して心
豊かな生活や社会を創造する指導の充実

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項

・造形的な視点を基に思考を深め、創造活動の喜びを味わうことのできる学習活動の工夫
・校種を超えての授業研究会への参加と、育成する資質・能力を踏まえた協議

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働

・専門的知識を有する大学教員や学芸員、地域人材等を活用した魅力ある授業の推進
・地域との協力による、生活や社会の中の美術の働きを実感できる題材の開発
・児童生徒作品の校内外の展示、展覧会の開催、美術館等との連携

・

◎造形的な視点を基に思考し、課題の解決を図ろうとする。
◎生活や社会の中の形や色などと豊かに関わり、美術の働きや美術文化について、理解を深めている。

◎感性や想像力を働かせ、対象や事象を形や色などの造形的な視点で捉え、創造的な表現や鑑賞の能力

を発揮し、新しい意味や価値をつくりだしている。
◎美術を愛好しようとする心情が培われ、美しいものや優れたものに接して、情操を豊かにしている。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する子ども”の姿に関するもの

小・中・高を貫いて育てる子どもの姿
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教 科 指 導

家 庭
小 学 校

技術・家庭
中 学 校

、
１ 生活をよりよくしようと工夫する資質・

能力を育成する題材及び指導計画

・中学校の内容との系統性を重視し、他教
科等との関連を図った指導計画の作成及
び工夫

・育成する資質・能力を明確にし、地域や
児童の実態を踏まえるとともに、内容相
互の関連を図った題材の構成

・日常生活から問題を見いだして課題を設
定し、解決に向けて計画、実践、評価・
改善し、更に家庭や地域で実践するなど
の一連の学習過程を踏まえた題材の構成

２ 生活をよりよくしようと工夫する資質・

能力を育成する指導

・日常生活に必要な基礎的・基本的な知識
及び技能の習得を確かなものにするため
の実践的・体験的な活動の充実

・言葉や図表、概念などを用いて、自分の
課題に基づいて生活をよりよくする方法
を考えたり、体験したことを説明したり、
表現したり、話し合ったりするなどの言
語活動の充実

・学習したことを家庭生活に生かし、継続
的な実践につなげる家庭や地域との連携

３ 指導の改善に生かし、児童一人一人を伸

ばす評価

・ねらいを達成した児童の姿を具体的に想
定した評価規準の設定

・児童の学習状況を的確に捉えるための評
価場面や評価方法の工夫

・児童の学習の成果を学年を超えて円滑に
接続するための工夫

１ 生活を工夫し創造する資質・能力を育成

する題材及び指導計画

・小学校の内容を踏まえるとともに、高等
学校の内容を見据え、他教科等との関連
を明確にした系統的・発展的な指導計画
の作成及び工夫

・育成する資質・能力を明確にし、各項目
及び各事項相互に有機的な関連を図り、
総合的に展開されるような題材の構成

・生活や社会の中から問題を見いだして課
題を設定し、解決策を構想し、実践を評
価・改善し、表現するなどの一連の学習
過程を踏まえた題材の構成

２ 生活を工夫し創造する資質・能力を育成

する指導

・生活に必要な基礎的・基本的な知識及び
技能の習得を確かなものにするための実
践的・体験的な活動の充実

・設計図や献立表といった図表、衣食住や
ものづくりに関する概念などを用いて考
えたり、説明したりするなどの言語活動
の充実

・学習したことを生活や社会における問題
解決の場面に活用し、現在及び将来にわ
たる実践につなげる家庭や地域社会・企
業等との連携

３ 指導の改善に生かし、生徒一人一人を伸

ばす評価

・ねらいを達成した生徒の姿を具体的に想
定した評価規準の設定

・生徒の学習状況を的確に捉えるための評
価場面や評価方法の工夫

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・「生活や社会の中から問題を見いだして課題を設定し、その解決に向けて様々な解決方法を考
え、計画を立てて実践し、その結果を評価・改善し、更に家庭や地域で実践する」などの一連
の学習過程の中で、教科の特質に応じた見方・考え方を働かせながら、課題の解決に向けて自
分なりに考え、表現することができるような題材（単元）を設定する。

・ＩＣＴを効果的に活用するなどして、児童生徒同士で協働したり、意見を共有して考えを深め
たり、家族や身近な人々などとの会話を通して考えを明確にしたりする学びの場を設定する。

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

家 庭 情 報
高等学校 高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・地域の素材や人材を生かした、実習、観察・実験、見学、調査・研究などの実践的・体験的な学
習活動の充実

・地域社会や生活での実践を意識した問題解決的な学習の充実

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・専門的知識・技能を有する地域人材等を活用した授業の工夫
・校外学習等における協力体制の確立及び効果的に学習を進めるための家庭との情報共有

１ よりよい社会の構築に向けて、主体的に

家庭や地域の生活を創造する資質・能力を

育成する単元及び指導計画

・小・中学校の系統性や他教科等との関連
を図った指導計画の作成及び工夫

・育成する資質・能力を明確にし、知識を
相互に関連付けてより深い理解につなげ
るための単元の構成

・家庭や地域及び社会における生活の中か
ら問題を見いだし課題を設定し解決する
学習の充実を図った指導計画の工夫

２ よりよい社会の構築に向けて、主体的に

家庭や地域の生活を創造する資質・能力を

育成する指導

・実感を伴った学習活動を効率的・効果的
に展開するための、学校内外の協力体制
の構築と学習内容の充実

３ 指導の改善に生かし、生徒一人一人を伸

ばす評価

・ねらいを達成した生徒の姿を具体的に想
定した評価規準の設定

１ 情報と情報技術を活用し、問題を発見・

解決するために必要な資質・能力を育成す

る単元及び指導計画

・中学校までの各教科等において育成され
た情報活用能力を更に高める単元の構成

・他教科、科目等におけるＩＣＴを活用し
た学習との関連を図った指導計画の作成

・育成する資質・能力を明確にし、情報に
関する科学的な見方・考え方を働かせた
学習活動の充実

２ 情報社会に参画する実践的な態度を育成

する指導

・情報セキュリティや情報モラル等の知識
を体験的に学習できる教材の選択と活用

・課題や目的に応じた情報手段の適切な活
用に向けた実践的な学習活動の充実

３ 指導の改善に生かし、生徒一人一人を伸

ばす評価

・ねらいを達成した生徒の姿を具体的に想
定した評価規準の設定

学んだ知識及び技能を活用し、生活の課題を解決していく能力及び態度が身に付いている。◎

◎これからの生活を見通し、生活的な自立を目指そうとしている。

自分と家族、家庭生活と地域のつながりを大切にし、社会の変化に積極的に対応しようとしている。◎

言葉や図表、概念などを用いて自分の考えを表現したり、根拠や価値観を共有したりする中で生活を◎
工夫しようとすることができる。

※下線は各教科等で目指したい“ 問い」を発する子ども”の姿に関するもの「

小・中・高を貫いて育てる子どもの姿
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教 科 指 導

体 育
小 学 校

保健体育
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・児童生徒が運動の楽しさや健康の大切さを実感できるよう、目標や見通しをもって課題を解決
する学習活動の充実を図る。

・児童生徒の思考を広げ深めるため、ＩＣＴを効果的に活用するなど、学びに必要な指導の在り
方を工夫し、学習環境の充実を図る。

・児童生徒の深い学びにつなげるため、体育や保健の見方・考え方を働かせ、新たな課題や目標
を見付けるなどの質の高い学びを促す工夫をする。

全ての生徒が運動の楽しさや喜びを味わ１

うための指導の充実

・ 年間の系統性を踏まえ、３年間を見通12
した年間指導計画の作成

・育成を目指す資質・能力の具体的な指導
内容及び学習評価を意図的・計画的に設
定した指導と評価の計画の作成・活用

・楽しく、安心して運動に取り組むととも
に、学習した結果として体力の向上につ
ながる指導の工夫・改善

・体力や技能の程度、性別や障害の有無等
にかかわらず、運動やスポーツの多様な
楽しみ方を共有することができるよう配
慮した指導の工夫

「体つくり運動」の充実２

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができるようにする授業の展開

・いくつかの運動を組み合わせて取り組む
ことができるようにする指導の工夫

・健康や体力の状況に応じて体力を高める
必要性を認識できるようにし、運動やス
ポーツの習慣化につなげる指導の工夫

・学習したことを学校の教育活動全体や実
生活で生かすことができるようにする指
導の充実

３ 健康課題を解決する保健の指導の充実

・個人生活における健康・安全に関する内
容について、体育分野との一層の関連を
図りながら、より科学的な理解を図る指
導方法の工夫

・自他の健康に関心をもてるようにし、健
康に関する課題を発見し、解決する学習
活動を取り入れるなどの指導方法の工夫

全ての児童が運動の楽しさや喜びを味わ１

うための指導の充実

・ 年間の系統性を踏まえ、６年間を見通12
した年間指導計画の作成

・育成を目指す資質・能力の具体的な指導
内容及び学習評価を意図的・計画的に設
定した指導と評価の計画の作成・活用

・楽しく、安心して運動に取り組むととも
に、学習した結果として体力の向上につ
ながる指導の工夫・改善

・体力や技能の程度、性別や障害の有無等
にかかわらず、運動やスポーツの多様な
楽しみ方や関わり方を共有することがで
きるよう配慮した指導の工夫

「体つくり運動」の充実２

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができるようにし、児童が運動好きに
なる授業の展開

・低・中学年では、様々な基本的な体の動
きを教師が意図的に育むように、高学年
では、児童が自己の体力に応じて体力づ
くりが実践できるようにする指導方法の
工夫

・学習したことを家庭などで生かすことが
できるようにする指導の充実

３ 健康課題を解決する保健の指導の充実

・身近な生活における健康・安全に関する
基礎的・基本的な内容について、運動領
域との一層の関連を図りながら、より実
践的な理解を図る指導方法の工夫

・自己の健康に関心をもてるようにし、健
康に関する課題を見付け、解決する学習
活動を取り入れるなどの指導方法の工夫

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

保健体育
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・三つの資質・能力のバランスを重視した指導
・子どもの実態や運動の特性を踏まえた個に応じた指導の工夫
・指導や学習の改善に生かす指導と評価の一体化の推進

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・専門性を有する地域人材の活用や大学教員等の有識者による助言・提言を反映させた授業の推進
・日常生活において自ら進んで運動を適切に実践する習慣の形成に向けた学校・家庭・地域の連携

全ての生徒が運動の楽しさや喜びを味わ１

うための指導の充実

・ 年間の系統性を踏まえ、卒業後も見通12
した年間指導計画の作成

・育成を目指す資質・能力の具体的な指導
内容及び学習評価を意図的・計画的に設
定した指導と評価の計画の作成・活用

・楽しく、安心して運動に取り組むととも
に、学習した結果としてより一層の体力
の向上につながる指導の工夫・改善

・体力や技能の程度、性別や障害の有無等
にかかわらず、運動やスポーツの多様な
楽しみ方を社会で実践することができる
よう配慮した指導の工夫

「体つくり運動」の充実２

・体を動かす楽しさや心地よさを味わうこ
とができるようにする授業の展開

・日常的に取り組める運動例を組み合わせ
ることに重点を置くなどの指導の工夫

・自己のねらいに応じて継続的な運動の計
画を立て、実践することで運動やスポー
ツの習慣化につなげる指導の工夫

・学習したことを地域などの実社会で生か
すことができるようにする指導の充実

３ 健康課題を解決する保健の指導の充実

・個人及び社会生活における健康・安全に
関する内容について、体育と一層の関連
を図りながら、より総合的な理解を図る
指導方法の工夫

・自他の健康やそれを支える環境づくりに
関心をもてるようにし、健康に関する課
題を発見し、解決する学習活動を取り入
れるなどの指導方法の工夫

、

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

～豊かなスポーツライフの

実現・継続に向けて～

心と体を一体として捉え、健康・安全や◎
運動についての理解と運動の合理的、計
画的な実践を通して、生涯にわたって豊
かなスポーツライフを実現・継続する資
質・能力を身に付けている。

健康の保持増進と体力の向上を図るため◎
の実践力や明るく豊かで活力ある生活を
営む態度を身に付けている。

◎体を動かすことや話し合う活動等を通し
て、生涯にわたって運動に親しむための

､基礎的な身体能力や知識、論理的思考力
コミュニケーション能力等を身に付けて
いる。

◎健康・安全に関する課題やその解決方法
を見付けたり選んだりするなど、生涯を
通じて自らの健康を適切に管理し、改善
していく資質・能力を身に付けている。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの
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教 科 指 導

専門学科
農 業 商 業

工 業 水 産

１ 指導の工夫改善

・各学校や各地域の実態に応じた実践的・

体験的な学習活動の充実と、主体的・対

話的で深い学びの実現に向けた授業改善

・農業に関する課題の発見及び科学的な根

拠に基づいて課題を解決する力の育成に

向けた地域資源を活用したプロジェクト

学習の充実

２ 研修内容の充実

・農業技術の進展に対応した指導力の向上

を図るための実践的な研修の充実

１ 指導の工夫改善

・商業の各分野の学びを生かした実践的・

体験的な学習活動の充実と、主体的・対

話的で深い学びの実現に向けた授業改善

・倫理観を踏まえ合理的かつ創造的に課題

を解決できる力の育成に向けた探究的な

学習の充実

２ 研修内容の充実

・経済社会を取り巻く環境の変化に対応し

た指導内容の充実と、学びの質を高める

指導方法の工夫改善を図るための組織的

な研修の充実

１ 指導の工夫改善

・地域の実態に応じた実践的・体験的な学

習活動の充実と、主体的・対話的で深い

学びの視点での授業改善

・水産業や海洋関連産業の振興や社会貢献

に取り組むことのできる人材の育成に向

けた、関係諸機関等との連携による探究

的な学習の充実

２ 研修内容の充実

・水産海洋技術の高度化に対応した指導力

の向上を図るための実践的な研修の充実

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・生徒が自ら「問い」を発し、各教科等で身に付けた知識・技術等を活用できる学習活動の充実
を図る。

・各教科の「見方・考え方」を働かせ、科学的な根拠に基づき、多面的・多角的に考察しながら
創造的に探究するなどの実践的・体験的な学習活動の充実を図る。

・産業教育に求められる専門的な知識・技術の変化などに対応するため、ＩＣＴを効果的に活用
した な充実を図る。「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的

１ 指導の工夫改善

倫理観等を育成する・職業人に求められる

ための実践的・体験的な学習活動の充実

・地域等の課題に主体的かつ創造的に対応

できる資質・能力を育成するための探究

的な学習の充実

２ 研修内容の充実

・科学技術の進展や産業構造の変化に対応

した指導内容の充実と、指導方法の工夫

改善や指導力の向上を図るための実践的

な研修の充実

第Ⅳ章 学校教育指導の重点

１ 指導の工夫改善

・人生 100 年時代における持続可能な福祉

社会の発展を担う職業人の育成に向けた、

専門的な知識や技術などを基に実際の福

祉に対する理解を深める学習活動の充実

・地域や関係機関等との連携・交流を通じ

た実践的・体験的な学習活動や就業体験

活動の充実

２ 研修内容の充実

・福祉ニーズの高度化と多様化に対応した

専門性と指導力の向上を図るための実践

的な研修の充実
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

教 科 指 導

家 庭 福 祉

情 報

１ 指導の工夫改善

・家庭の生活に関わる産業の見方・考え方

を働かせ、専門的な知識と技術などを相

互に関連付けて学びを深めることができ

る単元及び指導計画の工夫

・生活の質の向上と社会の発展を担う職業

人として必要な資質・能力の育成に向け

た、実践的・体験的な学習活動の充実

２ 研修内容の充実

・教員の専門性を高めるための、外部人材

等を活用した研修会の設定

・指導力の向上に向けた継続的・組織的な

研修の実施

１ 指導の工夫改善

・情報の科学的理解に基づき、合理的かつ

創造的に課題を解決できる人材の育成を

目指した、地域や産業界との連携による

実践的・体験的な学習の充実

・先端情報技術を取り入れながら、情報技

術者として求められる基礎的・基本的な

知識と技術を身に付け、その成果を創造

的、実践的に活用できる能力の育成に向

けた学習の充実

２ 研修内容の充実

・各分野の専門的な知識と技術の習得や、

総合的科目の指導方法の改善を図るため

の実践的な研修の充実

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・産業教育の理解を図り、キャリア教育を推進するための校種間連携の継続的な実施
・専門性を生かした、小・中学生との交流学習の充実

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・専門的知識や技術を有する大学教員や地域人材、企業人等の活用
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特別の教科 道徳、道徳教育

特別の教科 道徳
小 学 校

特別の教科 道徳
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・道徳的諸価値についての理解を基に、自己を見つめ、物事を多面的・多角的に考え、自己の（人間
としての）生き方についての考えを深める学習の充実を図る。
・各教科等での学びや体験から感じたことなどを統合させ、自ら道徳性を養う中で、自己を振り返っ
て成長を実感したり、課題や目標を見付けたりすることができるよう工夫する。

・児童生徒同士の協働、教職員や地域の人との対話、互いの考えや意見の交流など、多様な考え方や
感じ方と出会い、交流する活動の充実を図る。

・ねらいに応じて、自他の考えを捉えやすくするなど、ＩＣＴを効果的に活用する。

１ 道徳教育の要としての道徳科の充実

・道徳教育の全体計画及びその別葉に基づ
く、道徳教育推進教師等を中心とした組
織的な指導の充実

・生徒の発達の段階や実態に即し、各教科
等及び各学年相互間の関連を図ることに
よる道徳科の計画的、発展的な取組

・生徒が人間としての生き方を考え、将来
への夢や希望をもてるような、教師と生
徒及び生徒相互の温かい人間関係の醸成

・体験活動等と関連付けた指導、教職員や
家庭、地域社会と連携した指導の工夫

２ 物事を広い視野から多面的・多角的に考

え、自分との関わりの中で、道徳的価値の

自覚を深める指導過程及び指導方法の工夫

・議論の中で人間の真実やよりよく生きる
意味について考えを深めることができる
ような授業を展開するための、生徒の実
態把握と、それを踏まえた指導の意図の
明確化

・生徒の発達の段階や特性等を考慮した道
徳的価値に関する問題解決的な学習や道
徳的行為に関する体験的な学習等の実践

３ 一人一人のよさや成長の様子を見取る評

価と、指導に生かす工夫

・生徒がいかに成長したかを積極的に受け
止めて認め、励ます視点からの評価の工
夫

・道徳科の評価の考え方や評価方法などを
学校で共通理解することによる組織的・
計画的な評価の推進

・生徒の学習状況の適切な把握による評価
の工夫と、評価を生かした指導の改善

１ 道徳教育の要としての道徳科の充実

・道徳教育の全体計画及びその別葉に基づ
く、道徳教育推進教師等を中心とした組
織的な指導の充実

・児童の発達の段階や実態に即し、各教科
等及び各学年相互間の関連を図ることに
よる道徳科の計画的、発展的な取組

・児童が自己の生き方を考え、将来への夢
や希望をもてるような、教師と児童及び
児童相互の温かい人間関係の醸成

・体験活動等と関連付けた指導、教職員や
家庭、地域社会と連携した指導の工夫

２ 物事を多面的・多角的に考え、自分との

関わりの中で、道徳的価値の自覚を深める

指導過程及び指導方法の工夫

・多様な感じ方や考え方によって学び合う
ことができるような授業を展開するため
の、児童の実態把握と、それを踏まえた
指導の意図の明確化

・児童の発達の段階や特性等を考慮した道
徳的価値に関する問題解決的な学習や道
徳的行為に関する体験的な学習等の実践

３ 一人一人のよさや成長の様子を見取る評

価と、指導に生かす工夫

・児童がいかに成長したかを積極的に受け
止めて認め、励ます視点からの評価の工
夫

・道徳科の評価の考え方や評価方法などを
学校で共通理解することによる組織的・
計画的な評価の推進

・児童の学習状況の適切な把握による評価
の工夫と、評価を生かした指導の改善

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

特別の教科 道徳、道徳教育

道徳教育
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・道徳性の育成に資する体験活動と道徳科等との関連を図った指導の充実
・道徳性の発達に関する情報交換や連携等及び小・中学校を通して重点的に育成する内容の検討と
全体計画等の作成

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・社会全体で道徳教育に取り組むための地域社会との連携・協力体制の構築
・学校における諸行事、地域における体験活動等においての道徳的ねらい、重点内容の明確化及び
小・中・高等学校で育てたい児童生徒像の地域社会との共通理解・共有

１ 豊かな人間性を育む指導の充実

・学校の教育活動全体を通じた、生徒の豊
かな心の育成

・生徒が人間としての在り方生き方を考え、
主体的な判断の下に行動し、自立した人
間として他者と共によりよく生きるため
の基盤となる道徳性の育成

・道徳教育の目標を達成するための方策を
総合的に示した道徳教育の全体計画の作
成及び活用

・自己探求及び自己実現ができるような就
業体験活動、ボランティア活動などの重
視及び生徒の内面に根ざした道徳性の育
成

２ 各教科・科目等の特質に応じた道徳教育

の推進

・各教科・科目等の特質に応じ、教育活動
全体を通じた、人間としての在り方生き
方に関する適切な教育の展開

・公民科の「公共」及び「倫理」並びに特
別活動を中核的な指導の場面とした、道
徳教育の目標を踏まえた指導の充実

・小・中学校における道徳科との関連を踏
まえた、生徒がより深く自己を見つめな
がら、主体的に人間としての在り方生き
方についての自覚を深めることができる
ような指導方法の工夫

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎自他の生命の尊さや生きることのすばら
しさを実感している。

◎思いやりの心をもち、相手の立場や考え
を尊重してよりよい人間関係を築こうと
する。

◎基本的な生活習慣を身に付け、ルールや
マナーを進んで守ろうとする。

◎集団や社会の一員としての自覚を深め、
進んで社会や公共のために役立とうとす
る。

◎自己を見つめることを通して自己理解を
深め、夢や希望に向かって、自らの成長
を実感したりこれからの課題や目標を見
付けたりしている。

◎道徳的諸価値の理解に基づいた自己の生
き方や人間としての在り方生き方につい
ての考えを深めている。

◎ふるさとを愛し、より高い志をもってふ
るさとの発展に努めようとする。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する
子ども”の姿に関するもの
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総合的な学習の時間、総合的な探究の時間

総合的な学習の時間
小 学 校

総合的な学習の時間
中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・児童生徒が自分の事として課題を設定し、他者との対話を通して課題解決するとともに、自ら
の学びを意味付けたり価値付けたりして自己変容を自覚する学習の過程を構想する。

・児童生徒が各教科等における見方・考え方を総合的に活用するとともに、広範な事象を多様な

角度から俯瞰して捉え、実社会や実生活の課題を探究し、自己の生き方を問い続けることがで
ふ かん

きるよう、指導の工夫改善を図る。
・探究的な学習の過程において、児童生徒がＩＣＴを適切かつ効果的に活用しながら、課題の設
定や情報の収集・整理・発信などの学習活動を行うことができるよう、指導の充実を図る。

１ よりよく課題を解決し、自己の生き方を

考えていくための資質・能力の育成

・実社会や実生活が抱える問題と向き合い、
自ら課題意識をもつことができるよう、
生徒の実態を把握し、探究課題との関わ
り方や出会わせ方を工夫する。

・主張点を明確にしてまとめたり、話し手
と聞き手が共に主体的に関わり合い学習
成果を共有したりできるよう、「整理・
分析」「まとめ・表現」の在り方を工夫
する。

２ 指導計画の改善

・学校の全教育活動との関連の下で、目標
及び内容、探究的な学習活動、指導方法
や指導体制、評価の計画等の整合を図る
とともに、他教科等及び学年間の関連、
小学校や高等学校との接続等に配慮する
などして、学習活動の充実を図る。

・総合的な学習の時間の第１の目標と各学
校において育成を目指す資質・能力を踏
まえた評価規準を作成し、生徒の学習状
況等を適切に評価するとともに、指導の
改善・充実を図る。

３ 指導体制等の充実と学習環境の整備

・全教職員による指導体制を確立するとと
もに、地域の人々や保護者の協力を得て、
多様な指導方法の工夫に努める。

・生徒の探究的な学びが促進されるよう、
学習活動の経過や履歴を掲示するととも
に、ＩＣＴ、学校図書館及び地域の社会
教育施設等を活用し、学びの充実を図る。

１ よりよく課題を解決し、自己の生き方を

考えていくための資質・能力の育成

・実社会や実生活の中から問いを見いだし、
自分で課題を立てることができるよう、
児童の実態を把握し、探究課題との関わ
り方や出会わせ方を工夫する。

・主張点を明確にしてまとめたり、話し手
と聞き手が共に主体的に関わり合い学習
成果を共有したりできるよう、「整理・
分析」「まとめ・表現」の在り方を工夫
する。

２ 指導計画の改善

・学校の全教育活動との関連の下で、目標
及び内容、探究的な学習活動、指導方法
や指導体制、評価の計画等の整合を図る
とともに、他教科等及び学年間の関連、
中学校との接続等に配慮するなどして、
学習活動の充実を図る。

・総合的な学習の時間の第１の目標と各学
校において育成を目指す資質・能力を踏
まえた評価規準を作成し、児童の学習状
況等を適切に評価するとともに、指導の
改善・充実を図る。

３ 指導体制等の充実と学習環境の整備

・全教職員による指導体制を確立するとと
もに、地域の人々や保護者の協力を得て、
多様な指導方法の工夫に努める。

・児童の探究的な学びが促進されるよう、
学習活動の経過や履歴を掲示するととも
に、ＩＣＴ、学校図書館及び地域の社会
教育施設等を活用し、学びの充実を図る。

第Ⅳ章 学校教育指導の重点
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

総合的な学習の時間、総合的な探究の時間

総合的な探究の時間
高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項

・学ぶ意義や目的を明確にするため、日常生活における課題を発見し解決しようとするなど、実社
会や実生活との関わりを重視する。また、教科等の枠を超えた横断的、総合的、探究的な学習の
充実を図る。

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・社会人や職業人、各種団体等と連携したり、ふるさとの人的・物的資源を素材とした教材等を積
極的に活用したりすることを通して、家庭や地域社会との連携・協働を深める。

１ 自己の在り方生き方を考えながら、より

よく課題を発見し解決していくための資質

能力の育成

・実社会や実生活と自己との関わりから問
いを見いだし、自分で課題を立てて、情
報を集め、整理・分析して、まとめ・表
現することができる学びを展開する。

・探究の過程が高度化したり、探究が自律
的に行われたりするよう、学習活動の展
開を工夫する。

２ 指導計画の改善

・学校の特色や生徒の特性等を十分に踏ま
えて、目標を実現するにふさわしい探究
課題を設定し、育成を目指す資質・能力
を明確にした指導計画を作成する。各教
科・科目等と総合的な探究の時間で身に
付けた資質・能力を相互に関連付け、学
習や生活において生かし、それらが総合
的・統合的に働くように指導の工夫を図
る。

・総合的な探究の時間の第１の目標と各学
校において育成を目指す資質・能力を踏
まえた評価規準を作成し、生徒の学習状
況等を適切に評価するとともに、指導の
改善・充実を図る。

３ 指導体制等の充実と学習環境の整備

・全教職員による指導体制を確立するとと
もに、多様で幅広い教育力を積極的に活
用するために外部連携の構築を図る。

・地域の多様な教育資源を把握し、ＩＣＴ、
学校図書館及び地域の社会教育施設等を
活用し、学びの充実を図る。

・

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

自ら見付けた課題に関して主体的に学習◎
活動を繰り広げ、自分が納得できる答え
を探し求める。

◎互いに考えや意見を出し合い、見通しや
計画を確かめ合って、他者の考えを受け
入れながら、探究的な学習活動を行う。

他者と協働的に取り組む探究的な学習活◎
動を通して、自己のよさを発揮し多様な
視点で意見交換を行う。

具体的な活動や事象との関わりをよりど◎
ころとして多様な視点から考えることに
よって、自己の在り方や生き方を振り返
り、問い続けていく。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの



- 62 -

特 別 活 動

小 学 校 中 学 校

◇「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」に当たっての留意事項

・学級や学校の生活から課題を見付け、解決に向けて取り組む自主的、実践的な学習を展開する
・多様な他者と対話しながら協働したり、体験等を通して感性や思考力、実践力を豊かにしたり
する活動を充実させる。

・ＩＣＴを活用するなどして、他者の様々な意見に触れて自分の考えを広げたり、課題について
多面的・多角的に考えたりすることができる話合い活動を展開する。

・児童生徒のよさや可能性を多面的・総合的に評価することで、授業の改善に生かす。

。

１ 学級や学校での生活の充実と向上に向け

た自主的、実践的な学級活動の推進

［学級や学校における生活づくりへの参画

・話合い活動等、小学校からの積み重ねや
経験を生かし、発展させることができる
よう全教職員で共通理解を図り指導する。

［日常の生活や学習への適応と自己の成長

及び健康安全]

・学級や学校、地域の実態、発達の段階、
指導内容の系統性などを考慮した上で、
各学年の年間指導計画を作成し、意図的、
計画的に指導する。
[一人一人のキャリア形成と自己実現]

・キャリア教育や個に応じた指導、支援、
相談等との関連を図り、小・中・高等学
校のつながりを意識して意図的、計画的
に指導する。

２ 学校生活の充実と向上に向けた自発的、

自治的な生徒会活動の推進

・生徒の自発的、自治的な活動が効果的に
展開されるよう、一貫した指導体制の下
に他の教育活動との関連を図り、組織的
に指導する。

３ 公共の精神を養いながら、よりよい学校

生活を築く学校行事の推進

・各行事のねらいを明確にし、行事間の関
連をもたせるとともに、異年齢集団及び
地域の人々との幅広い交流や、自然及び
社会体験等の体験活動の充実に努める。

１ 学級や学校での生活の充実と向上に向け

た自主的、実践的な学級活動の推進

［学級や学校における生活づくりへの参画

・発達の段階に即した指導のめやす等をも
ち、全教職員で共通理解を図り指導する。

［日常の生活や学習への適応と自己の成長

及び健康安全］

・学級や学校、地域の実態、発達の段階、
指導内容の系統性などを考慮した上で、
各学年の年間指導計画を作成し、意図的、
計画的に指導する。
[一人一人のキャリア形成と自己実現]

・キャリア教育や個に応じた指導、支援、
相談等との関連を図り、小・中・高等学
校のつながりを意識して意図的、計画的
に指導する。

２ 学校生活の充実と向上に向けた自発的、

自治的な児童会活動の推進

・児童の自発的、自治的な活動が効果的に
展開されるよう他の教育活動との関連を
図り、組織的に指導する。

３ 個性の伸長を図りながら、自発的、自治

的に取り組むクラブ活動の推進

・児童の興味・関心に基づき組織を編成し、
児童が自主的に計画、運営できるよう指
導・援助する。

４ 公共の精神を養いながら、よりよい学校

生活を築く学校行事の推進

・各行事のねらいを明確にし、行事間の関
連をもたせるとともに、異年齢集団及び
地域の人々との交流や、自然及び社会体
験等の体験活動の充実に努める。

］ ］
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第Ⅳ章 学校教育指導の重点

特 別 活 動

高等学校

◇校種間連携並びに家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働を重視したふるさと教育の推進

１ 校種間連携共通実践事項
・地域の様々な人々との交流や社会体験等を通し、気付いたことを振り返るなどの活動の充実
・特別活動で育成を目指す資質・能力及び学級活動等における学習過程についての共通理解
・児童生徒の自己理解を深めるキャリアノート等の活用と学年間、校種間の円滑な引継ぎ

２ 家庭、地域、企業及び高等教育機関との連携・協働
・生きて働く知識及び技能が身に付くような、人、自然、文化との効果的な触れ合いと交流の促進
・社会人・職業人を活用した魅力ある授業の推進

１ ホームルームや学校での生活の充実と向

上に向けた自主的、実践的なホームルーム

活動の推進

［ホームルームや学校における生活づくり

への参画]

・自己の役割を自覚し、主体的な社会参画
の意識が向上するよう指導・援助する。

［日常の生活や学習への適応と自己の成長

及び健康安全]

・生涯にわたって心身の健康保持増進に努
める態度を身に付ける活動の充実を図る。
[一人一人のキャリア形成と自己実現]

・小・中・高等学校のつながりを意識し、
発達の段階に応じた勤労観・職業観を醸
成するとともに、自己の将来像を描き、
主体的な進路選択ができるよう指導する。

２ 学校生活の充実と向上に向けた自発的、

自治的な生徒会活動の推進

・学校生活の充実や改善向上を目指し、全
生徒が自発的、自治的な活動を実感でき
るよう指導・援助する。

・指導内容の重点化と各教科・科目等との
有機的な関連を図り、学校の特色を生か
した魅力ある行事の創意工夫に努める。

３ 公共の精神を養いながら、よりよい学校

生活を築く学校行事の推進

・就業体験活動やボランティア活動など地
域と連携した社会参画や、職業観の形成
や進路選択等に資する体験活動の充実を
図る。

・指導内容の重点化と行事間の関連を図り、
学校の特色を生かした魅力ある行事の創
造に努める。

小・中・高を貫いて
育てる子どもの姿

◎考えや立場の違い等を理解した上で認め
合い、互いのよさを生かすような関係を
築いている。

◎各活動や学校行事に、創意工夫を生かし
て積極的に参加し、集団への所属感・連
帯感を高めている。

◎よりよい学級（ホームルーム）・学校生
活づくりなどに参画し、様々な問題を主
体的に解決していこうとしている。

◎諸問題の解決のために、合意形成につな
がる話合いをしたり、他者と協力して実
践したりしている。

将来の生き方を描き、現在の生活や学習◎
の在り方を振り返るとともに、社会的・
職業的自立に向けて自己実現を図ろうと
している。

◎活動を記録し蓄積する教材等を活用し、
今までの学びや実践を振り返り、自己理
解を深め、よりよい自分を目指そうとし
ている。

※下線は各教科等で目指したい“「問い」を発する

子ども”の姿に関するもの


